
SoakedinAtta
～アジアの心の情報を発信する～



SIA―迅巡

―理解を超えて愛するための一日―

第1回目の今回は、高樹のぶ子氏がフィリピンの作家グレゴリオ・Cブ リアンテス氏と出会い、

同氏の故郷で短編 「アンドロメダ星座までJの舞台となったターチックを同氏とともに訪問し、

彼の心のうちにあるフィリピンを話ってもらつた成果を様々な形で発信します。

作品朗読、フォト・デッセイ(=写真とともにエッセイの朗読)、対談の映像等を通じてあなたを功リピンヘの旅へとしばないま抗

高樹のぶ子
(九州大学特任教授・作家 )

「光抱く友よJで戦後生まれの女性

として初めての芥川賞受賞。

「水脈Jで女流文学賞、「透光の樹」で

谷崎潤一郎賞受貨。

男女の関わりを中心に人間心理の

機微を物語性豊かに描く。

映画化・ドラマ化、多数。

芥川賞、三烏由紀夫貨、大佛次郎賞などの

選考委員を務める。

2005年10月から九州大学アジア総合政策センター・

特任教授。

◎送信先//Fax:092-642-4435

今回はフィリピンの作家であ

るグレゴリオ・プリアンテス氏

の作品を取り上げます。プリアン

テス氏は1932年フィリビンのルソ

ン島中部、ターラック州のカミリンの

町で生まれました。アテネオ・デ・マニラ

大学でジャーナリズムを専攻し、作家、ジ

ャーナリストとして活躍されています。

フィリピン文化センター賞や東南アジア文学

賞等を受賞した他、2 0 0 4年に出版された

とooking for Josc Rizal in ヽ4adrid Journcys,

Lantudcs,PcrspccHvcs,DesHnaHonsは国立文

学賞エッセイ部門を受賞されました。

お 申込 み ―

所 属 (勤務 )先 ※九大生の場合は学部と学年

連絡先(住所) (Fax/E‐m酎じ

これまでに読んだことがある高樹作品


